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コロナ禍の施策と売上動向
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【結果のサマリー】FV2021刷新の背景

●全⽅位で刷新、これから先10年の消費拡⼤に向けて
全国約9,000 店舗の花店が参画するFVプロモーションも、今年で活動11年⽬。
2 ⽉14 ⽇当⽇の男性（全国20〜49 歳）の花購⼊率は、活動3年⽬の2013年当初から⽐較
して6 倍に広がり（図1）、全国の花店の現場では年間を通じて30 代40代の男性客が着々
と増え花贈りが定着してきました。また、ここ数年で20 代の男性が全国平均で10％を超
える⾼い割合で花を贈り始めているという調査結果（図1）を受け、コミュニケーション
ターゲットを若年層（22〜35 歳の男⼥）にシフトし、今までのターゲット層30代40代男
性から拡張することを考え（図2）、⼤きな転換をはかりました。

総務省のデータによると若年層の年間の花購⼊額が極端に少ないことから（図3）、若年層
の花贈りの意識や実態を知るべく、2020年秋に全国4,000⼈（22〜35歳男⼥）を対象に
「花ギフト意識実態調査」を実施。それによると、若年層にもギフト習慣があり花への好
感度が⾼いにも関わらず、花の購⼊は⼀年に1回未満、8割近くが「花店に⾏ったことがな
い（⾏く⽤事がない）」と回答（図4）、花店との距離が遠く、花を贈ることに多くの制約
を感じ、ハードルがとても⾼いことが明らかになりました。

また、時代の変遷にあわせて、2016年から男性⼥性といったジェンダーを特定しない「世
界で⼀番花を贈る⽇」というキャッチコピーを採⽤してきましたが、⼤切な恋⼈・家族・
友⼈に「もっと気軽に⾃由に花を贈ろう︕」というメッセージを込めて、「#花は⾃由な
ラブレター」にリニューアル、ビジュアルでも「ジェンダーレス」な花贈りを表現しまし
た。フラワーバレンタインを通じて、花はいろいろなカタチの愛を応援するということを
伝え、今を⽣きる⼈々の気持ちに寄り添う新しいプロモーションへと進化させるチャレン
ジです。
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【結果のサマリー】FV2021刷新の背景
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現在の
FV購⼊層

FV2011〜の
メインターゲット
スタート当時は
30代40代だった
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●コロナ禍でイベント中⽌を予測、
キャンペーンはSNS拡散施策を主軸に展開

①新規ビジュアルを最⼤限活⽤︕
ビジュアルに⼈気声優の声を当てて動画化、Twitterで拡散

②⽇曜＆コロナ⇒「おうちバレンタイン」企画
⼈気カフェ×花コラボ、Twitterフォロー＆リツィートCP

③国⺠的お菓⼦グリコ「Pocky」
ハートポッキー×花、Instagram投稿＆花器プレゼントCP

ワーキンググループの働きかけで、各社の公式SNSを活⽤し「同⽇
同時刻に同コンテンツ」を計画的に投稿＆拡散。SNS上でFVの露
出を⾼める取り組みをチームワークで実践しました。

●全国のPRイベントとメディア露出
⼆度⽬の緊急事態宣⾔が発令され、商業施設などの集客イベントの
多くが休⽌となりました。協議会主催の⾸都圏PRイベントは0件、
⻑年イベントを続けてきたつくば、静岡、⼤阪、⾹川、活動量が群
を抜いて多い福岡など各地で中⽌もしくは「展⽰イベント」に切り
替えての実施に。⽐較的コロナの影響が少なかった⼤分など、⼀部
の地域では積極的な展開もあり、FVの灯を灯し続けていただきま
した。全国的なイベント減の影響はメディア露出の半減に繋がり、
地域の多くの⽅に認知や購買を促すためには、イベント×メディア
露出の重要性を再認識しました。

●2/14当⽇およびFV期間の売上とお客様動向
平⽇⼣⽅に強い都市型の店舗は週末（⽇曜）のバレンタインデーに
やや苦戦、客数減×客単価の減少が響いたようです。が、1週間の
FV期間で⾒れば⼀昨年レベルを維持、居住地エリアの郊外店は売
上も伸び、さらにはネット販売は好調だった模様です（ホワイト
デーも）。週末デートでカップルが花屋さんに⽴ち寄るケースが多
く⾒られ、まさに「⼀緒に選んでもいい」というフレーズ通りの展
開に。⻘⼭フラワーマーケットでは20代のお客様が1.7倍に増加
したとの報告もあります。SNS上には今年も引き続き、全国の花店
からのFV告知やお客様で忙しい様⼦が数多く投稿され、FVが定着
している様⼦を確認できました。

●「フラワーバレンタイン認知率」が
32.6％に急上昇︕︕3⼈に1⼈が認知︕︖

経年で実施している事後の消費者調査（全国男⼥1036名/2021年
3⽉実施）によると、2/14の男性の購⼊率は昨年度の7.5％（過去
最⾼）→6.4％にダウン。ギフトに花を選んだ理由は「相⼿が花が
好きだから」が6割で圧倒。スタート以来⻑らく15〜19％程度で
推移していた「認知率」が昨年度の15.6％⇒32.6％と約2倍に急
上昇。設問⽅法の変更が影響した可能性も排除できませんが、懸案
だった⼥性の認知率も3倍にアップするなど嬉しい結果に。認知経
路は店頭ポスターがトップ︕全国の花店9,000店のパワーです。
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